
歴史まち歩きゾーン
この地域には旧太田脇本陣林家住宅など、多くの歴史的な建物が多く残されている。

さらに商店が建ち並び、観光と地域の生活の交わる地域として位置づけられる。

最近では、駐車場や、街並にそぐわない建物が介入することで、歴史的な街並が分断されているのが問題視されている。

さらに、地域の観光資源である木曽川との接続性が悪く、全体の周遊性を獲得をすることを目指す。

・駐車場や最近建てられた家によって街並の連続性が失われつつある。

・中山道と木曽川堤防の連携がうまく図れていない。

・中濃大橋の歩道が危険。

・中山道の賑わいが失われつつある。

・無機質な堤防を緑化

・緑化により建物の存在感が和らぐと良い（可児側からの眺望）

・里道は多く残るのでその利用方法も考えてほしい。

・堤防上に日陰が欲しい。

・木曽川の活用

・太田橋、中濃大橋のアクセスにまず取り組んでいただきたい

〈要望〉

〈問題〉
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祐泉寺

市役所

西福寺

歴史的な建物が残り、商業を営む建物が多い地域
観光と地元の生活の交わる賑わいのあるまちづくりを行う

中山道へ迎え入れる地域
地域の玄関口として明るく活気あるまちづくりを行う

商業と生活が混在する地域
街並に連続性を生み出し、中山道に一体感をもたらす
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万尺寺P

太田宿中山道会館

木曽川緑地ライン公園

旧太田脇本陣林家住宅

WC

地域特徴図

里道デザインコード

道路面

道路脇

付属物

路面素材

側溝

塀

石垣

植栽

＋要素（オブジェ、立て札等）

 －要素（室外機、プロパンガス、放置物等）

現在はどの細道もアスファルト。石畳を敷き、風情ある景観をつくる。

現在は石や金属が用いられている。石に統一するのが望ましい。

高さに制限を設け、歩行者に威圧感を与えないようにする。素材を統一。

魅力ある個人宅の石垣、植栽を保存する。

各家で手入れの状態が大きく異なる。緑量の統一を図る。

保存する。道のいわれ等を示す看板を設置する。

 木の格子等で隠す。

（現存はしていません）
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吉田家（旧小松屋）
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1845年及び1873年地図に記されている里道
美濃加茂市史　史料編　付図２の２　弘化２年　
加茂郡太田家並絵図（部分）解読図及び
明治6年地図
(美濃加茂市民ミュージアム学芸員・村瀬氏より)

現在の地図に新たに書き加えられた里道
住宅地図より

1955年地図に新たに書き加えられた里道
美濃加茂市公図より

施設等計画地

敷地は太田宿の中心部、中町を想定。旧中山道から木曽川堤防へと繋がる細く延びた敷地とする。
この辺りには歴史的な建物が多く残る一方で、空き地による街並の分断、また街並と不調和な建築の介入が問題となっている。本計により街並

に連続性をもたせるとともに、地域の観光資源である木曽川との接続性の向上させ、賑わいのある町を形成する。

建物前面のデザインは周囲の建築と調和を図り、さらに親水空間を作ることで人々を内部へ引き込む。
小さな水の流れが庭を通り、木曽川堤防へと導く。
北側の庭は和の庭で、カフェでお茶をしながら風情のある景色が楽しめる。
棚には地酒が並び、パンや魚など、近くの商店の商品が楽しめることで地域活性化を図る。
南側の庭は明るく開放的な庭で、例えば中山道会館との接続を考えると、週末に市場が開かれたりして、施設同士の相乗効果が得ら

設計概要

里道のような建築の提案
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親水空間が町を歩くを惹き付ける

カフェ＆バーの入口

和の庭の入口

庭と旧中山道を眺めるデッキ

吹き抜けのあるカフェ

落ち着いた雰囲気の和の庭

渡り廊下

住民や宿泊客が使用できる温泉

明るい雰囲気の洋の庭
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■ゾーニング計画

サッカー 広場テニス

川下り 釣り集う場合宿

野球
人の流れがつくる新たなみち

低水護岸の整備

サイクリングロード

遊歩道の整備

全体のつながり、人の流れの生成のため
スポーツ広場（例としてテニスコート）を点在させる

地域住民の情報交換ステーションとなる場として
カフェや気軽に集まれるスペースを設ける

渡し場を復活させ
周遊手段のひとつとする

つながり・歩きやすさ・親水性を高めるため
低水護岸として整備する

橋の下の岩場や橋脚を利用して
釣り場を整備する

既存のサッカー場、野球場、
テニスコート、広場を活用し
大人数で楽しめる空間とする

全体をスポーツ公園として
整備する

木曽川を利用したウォータースポーツが楽しめるように
デッキ等を整備する

２つの公園、木曽川等といった地域の遺産
ともいえる場所を最大限に有効活用できる
ものとして合宿空間を設ける

既存のサッカー場、野球場、テニスコート、広場を活用しつつ、エリア全体の提案を行う。“身体を動かす場所” として全体をスポーツ公

園のような空間とする。

エリアの現状や特性等を踏まえた全体計画を示す。

いきいきアクティブゾーン

木曽川

ライン下り

シュロス跡地化石林公園

工場
神社・寺院等
店舗
公共施設

住宅・その他

遊歩道
主要道路

公共建築物が
集まったエリア

住宅が
集まったエリア

店舗が
集まったエリア

渡し場の跡地
渡し場

空いたスペースが
多いエリア

整備されたスポーツスペースが
集まったエリア

貴重な地域の遺産が
集まったエリア

人の流れ

木曽川緑地ライン公園

〈住民要望〉

■住民の要望とエリアの現状

・遊歩道上にベンチの数が少ない
・サイクリングロードの計画
・中州の流木の撤去
・遊歩道から川へ降りられる場所がもう少しあると良い
・シュロス跡地のクロマツ林再生
・化石林公園へのアクセスの整備
・きれいな水溜りと緑の整備
・シュロス跡地をサイクリングロードの拠点施設とする

・

・
・

・
・

渡し場の再整備、ボート遊びを
可能に
きれいな水溜りと緑の整備
ライン公園と化石林公園をつなぐ
低水護岸の設置
全体をビオトープ化
遊歩道の回遊性の向上

・遊歩道の回遊性の向上
・野球、テニスコートなどのスポーツ施設をつくる
・木曽川を利用したウォータースポーツ（カヌー・ボート等）
・渡し場の再整備、ボート遊びを可能に
・ライン公園と化石林公園をつなぐ低水護岸の設置
・全体をビオトープ化
・公園の整備
・レンタサイクルの設置

【特に要望の多かった項目】

エリア内には様々な用途の建物、場所がある。それらの場所を地図上にプロットしていくとゾーン区分が明らかになってくる。この分

かれたゾーンの位置関係や公園、遊歩道との位置関係、人の動きを分析し、それぞれの場所の特徴を抽出する。

〈エリアの現状〉 建物の用途、場所ごとの特徴といったエリアの現状を示す

全体計画
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庫糧食 ・ 房厨

このエリアの各ゾーンをより有効に活用していくためには、合宿所を設けて学生を集めることが重要であると考えられる。そ
してこの場所を、合宿で訪れた人たちが楽しく快適に生活できるような場であるとともに、雨天時や夜間などに室内で身体を
鍛えられる環境となるように計画する。

まちに開いた合宿施設の提案

活動の場を点在させることで
地区全体としてのつながりや
人の流れを生成する

道路からのアクセスは良いが
住宅が集まっているため
閑静な環境とする

視線の抜けを活かし、
エリアの玄関口として活用する

２つの公園とシュロスまでを
一体的に活用する

道路からのアクセスが良い
訪れる人々の活動拠点とする

遊歩道との視線的なつながりを確保し
遊歩道と堤防の中のつながりを向上させる 地域の遺産である渡し場を復活させ活性化させる

〈エリアの特性〉

〈コンセプト〉

エリアの現状、コンセプトを背景に、それぞれの場所にふさわしいと考える利用法を示す

■コンセプトとエリア特性

エリアの現状と整備計画におけるコンセプトをもとに、それぞれのエリアの特性付けを行なった。地域住民の生活環境を守りながら、

にぎわいの拠点となりうる場所をつなげるようなゾーン配置を心がけている。

遊歩道、木曽川緑地ライン公園、化石林公園、シュロス跡地の
活性化を図るとともに、エリア全体としてのつながり、地域住民
同士のつながり、地域とのつながりを高めることを提案する。

スポーツ活動の推進

健康づくりの推進

地域福祉の推進

子供からお年寄りまでがいきいきと身体を
動かせるように、公園や遊歩道等を最大限
に活用する。

スポーツの拠点となるよう、環境を充実させる

子供 学生

観光客（高齢者）高齢者

観光客（家族）家族

成人 観光客（成人）

午前中はサッカークラブの練習。お昼をみんなで食べた後は、広場でおにごっこ。

午後から友達を集めて野球を楽しむ。楽しんだ後は広場でクールダウン。

健康作りのため朝夕は、ウォーキング。休憩がてら、広場などで知り合いとお喋りして楽しむ。

昼過ぎから親子で釣りのため木曽川へ。釣りの前にはキャッチボールなどをしてふれあう。

サッカー合宿のため、日中はサッカー漬け。体力強化のため、遊歩道でのランニングも。

運動目的で友人と訪れる。テニスを楽しんだり、木曽川の景観を楽しんだりと満足の一日に。

太田宿に訪れたついでに、ここでは子供たちが元気に遊ぶ姿を見たりしながら日向ぼっこ。

家族でライン下りをやりに訪れる。まずは駐車場近くの広場でバドミントン。

朝 昼 夕
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本地域における利用者の 1日の過ごし方の例を利用者の属性別に示す

■利用者別過ごし方の例

木曽川の親水空間、池、芝生公園、休憩所、施設をこの地域の中心として一体的に計画する。

池周辺の河川公園

新しい動線

既存の動線

休憩所

飲食施設 宿泊施設

池の泉水路

高低差 4000mm

太田橋側

土田側

可児市街

獣道の整備

飛び石の併設

親水空間

芝生広場

芝生広場

可児市街

山川草木の風景を取り込んだ空間

　このゾーンは、木曽川に並走して竹林が立ち並び、その間を
景観が一望できる遊歩道が縫うように設置された、地域資源の
豊かな地区である。回遊性向上・地域の中心施設の設置を図り、
　ここに「地域に開けた河川公園」「眺望に長けた飲食・宿泊
施設」を設計する。地域の特徴を活かして、全面的に景観を取
り入れることを目指した。
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KYBグラウンド

KYB研修センター

弘法堂

県道84号線

今渡公民館

KYBテニスコート（3面）
駐車場

駐車場

太田橋

舟の渡し場

石畳のある道

舟の渡し場

池のある河川公園

道の新設

可児市街と遊歩道の接続

休憩所排水

飛び石

土田側堤防との接続

飲食施設 宿泊施設

美濃加茂へ 美濃加茂へ

太田橋から遊歩道へ

歩行者の動線
自動車の動線
舟の動線

木曽川の自然を最も近い位置で体感できる遊歩道。地元住民団体・木曽川左岸遊歩道友の会によってつくられ

た遊歩道は竹林と木曽川に囲まれ、雄大な自然風景が魅力となる地域である。木曽川沿いの回遊性向上を目的

とした計画を提案する。遊歩道を歩く上での拠点として河川公園を中心として地域全体について考えた。豊か

な風景の中で、訪れた人がゆったりと過ごしている情景を思い描きながら設計した。

全体計画

遊歩道における休憩所

休憩所の中から直接、崖の上にあがれるものを考える。

要望調査で特に意見の多かったトイレを併設する。

遊歩道におけ遊歩道におけ遊歩道におけ道におけ遊歩道におけおけおけにおけおけにおけお遊歩道におけ歩道におけけおけける休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る休憩所る

農業体験施設　つながる屋根

田とふれあう

土田地区の西側には、たくさんの農地がある。

この農地を使い、地産地消・食育に根ざした場所を提案する。

施設内は周りの地形と一体的なつながっており、地下へと徐々にもぐっていくような半地下空間の構成になってい

る。上部が他の部屋とつながっていることで一体感と開放感があり、洞穴から頭を出すようにいろいろなところか

ら他のアクティビティーがみえてくる 秘密基地のようになっている。

土田地区遊歩道は周辺に畑や田んぼなどの農地や住宅地、川原で取れる化石、野鳥が生息する林など多くの自然がある。しかし現在、こ

の地区の遊歩道は十分な整備がされておらず、対岸の美濃太田に比べれば利用者が少ない。また、活用されていない遊歩道によって人と

木曽川は分断され、距離が遠いようにさえ感じられる。そこで私たちは、これらの自然を取り込むように遊歩道に膨らみをもたせること

で一体的につなぎ、人と木曽川の距離を近づけるような提案をする。

ふれあい体験ゾーン

スロープ・階段の設置

（中濃大橋との接続）

（遊歩道との接続）

植林による並木道

遊歩道利用者動線

車利用者動線

地域住民利用者動線

堤防上利用者動線

駐車場（既設）
駐車場（新設）
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休耕地

住宅地

林林

化石

渡し場

木曽川

全体計画 小さな丘と化石資料館

A-a 断面図　1/200


